
深川市議会報告会



●開 会

司会進行 議会報告会実行委員長 有働 正夫

●あいさつ

深川市議会議長 近沢 弘幸

第１部

●各委員会の活動報告
１．総務経済常任委員会

水道料金の見直しについて

２．厚生文教常任委員会

北新小学校の統合について

３．予算審査特別委員会

令和８年度当初予算について

４．議会改革特別委員会

議会基本条例とペーパーレスの推進について

１８：１０ １９：００

第２部 １９：００ １９：５５

●意見を聴く会

少人数のグループ形式で、皆さんが日頃感じている、
まちへの関心や困り事などを聴かせていただき、今後の
議会活動に生かしてまいります

テーマ「深川の暮らしでもっとよくしたいこと」

●閉会あいさつ

議会報告会実行委員会 副実行委員長 山本 時雄
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水道事業は地方公営企業（市の運営する企業組織）であり、事業の運営に係る経費は水道料金収入で賄われており、必要なときに水を使えるよう水
道施設の管理を行われなければなりません。しかし、人口減少と節水意識の向上により水の使用量が減少し水道料金収入は減り続けており、物価高騰
による維持管理費等の上昇、水道管などの老朽化が進む施設の更新など費用は年々増加しております。

本市の水道事業は、２９年間にわたり消費税の増税以外での料金値上げを実施していないことや、北空知広域水道企業団（１市・４町で運営、所在地
沼田町）から購入している水の費用が令和８年４月分より大幅に増加するため、現在の水道料金では事業に係る経費を賄うことが非常に困難な状況と
なってきていました。

このような理由から、令和７年第４回定例会において、深川市水道事業給水条例の一部を改正する条例についての議案が提出され、総務経済常任委
員会での審査の結果、将来まで水道水を安定して届けるため、条例改正による料金改定は必要であると判断し、賛成多数で可決しました。

令和８年４月から水道料金を改定

見直しに伴う影響は？ 市議会で議論したポイント

水道事業の維持・運営に必要な費用である「総括原価」（水道事業を運

営するために必要なすべての費用を合計した原価）を算定し、それに見

合った額を水道料金として定めます。この総括原価を性質ごとに分解し、

いつでも安心でおいしい水を供給できる体制を維持するために固定的にか

かる経費として負担してもらう「基本料金」と、使用した水量に応じて必

要となる経費を負担してもらう「従量料金」から構成される「二部料金

制」とし、基本料金は「用途別」（使用用途によって区分、例：家事用、

団体用等）、従量料金は「単一型」（使用水量の多寡に関わらず、単価を

均一）を採用しております。

・今後も物価上昇に伴う資材費や労務費の高騰は避けられない状況です。

・このまま水道料金を据え置けば、老朽化した水道管の更新が進まず、破

損事故の増加などにより、安全な水の安定供給が難しくなるおそれがあり

ます。

・また、料金改定の先送りは将来の値上げ幅を拡大させ、将来世代への負

担増につながります。

・こうした課題に対応するため、滞納整理の強化による収入確保や漏水調

査による受水費の削減、水道・道路工事の同時施工などによるコスト削減

に取り組み、財政基盤の強化に努めます。

・さらに、サービス向上のため、スマートメーターの導入も検討していま

す。

案2 議論内容を文章+箇条書き

• 近年の物価上昇により水道施設の維持管理や更新に必要な経費は今後も増加が
見込まれ、事業運営に大きな影響を与えるとの認識が示された。

• 水道料金を据え置いた場合の影響を議論し、老朽化した水道管の更新が進まず、
破損事故の増加などにより、市民に安全な水を安定的に供給できなくなるリス
クを確認した。

• 料金改定の先送りにすることで、将来の値上げ幅が拡大し、結果として次世代
により大きな負担を負わせることになるとの課題が共有された。

• 経営努力による財政基盤強化策として滞納整理の強化による収入確保、漏水調
査による受水費の削減、水道工事と道路工事の同時施工など、コスト削減と効
率化を進める方針が示された。

コパイロットに議会視点の文章に変換
してもらったのがこれ↓

• 近年の物価上昇により、資材費・労
務費の高騰が今後も続く見通しであ
り、水道事業を取り巻く経営環境は
一層厳しくなっています。

• 水道料金を現行のまま据え置いた場
合、老朽化した水道管の更新が十分
に進まず、漏水や破損事故の増加に
よって、安全で安定した水道水の供
給に支障を来すおそれがあることを
確認しました。

• また、料金改定を先送りすることは、
将来一度に大きな値上げが必要とな
る可能性を高め、将来世代への負担
を増やす結果につながるとの認識を
共有しました。

• 一方で、市としても負担軽減の努力
が不可欠であるとの観点から、滞納
整理の強化による収入確保、漏水調
査による受水費の削減、水道工事と
道路工事の同時施工によるコスト削
減など、経営改善策を着実に進める
必要性が議論されました。

• あわせて、検針業務の効率化や利用
者サービスの向上を目的に、スマー
トメーター導入の検討を進めていく
方針についても確認しました。

・物価上昇に伴う資材費等の高騰など水道事業を取り巻く環境は一層

厳しいものになっている

・水道料金を据え置いた場合、老朽化した水道管の更新が滞り破損事故

などが増加するおそれがあることを確認

・料金改定の先送りは将来世代の負担を増やすことにならないか

・水道事業を安定的に経営していくための取組として、滞納整理の強化

や工事のコスト削減など経営改善の努力が必要

・検針業務の効率化や利用者サービスの向上を進める

案3 ポイントとなった事柄を箇条書き

・今後も物価上昇に伴う資材費・労務費の高騰は避けられない状況にあること

・水道料金を据え置いた場合、安全な水の安定供給が困難になるおそれがあること

・料金改定の先送りは将来世代への負担増につながること

・経営努力による財政基盤強化に継続して取り組むこと

・利用者サービス向上のための新たな取り組みも検討していること

・近年の物価上昇など、水道事業を取り巻く環境はどのようになっているか

・水道料金を据え置いた場合どのようなことが想定されるか

・料金改定の先送りはできないか

・水道事業を安定的に運営するための取組は

・利用者サービス向上のための新たな取組は

○水道料金を据え置いた場合の影響について

・老朽化した水道管の更新が滞り、破損の増加など水の安定供給に支障

・将来の大幅な値上げなど、将来世代に大きな負担

○水道事業の安定的な運営のための取組について

・滞納整理の強化による収入確保や工事コストの削減の工夫などによる

財政基盤の強化

・効率化、サービス向上のためのスマートメーターの導入検討など

案１ ポイント
と内容を箇条書

使用水量 改定前料金 改定後料金 増加額

基本水量（8㎥） 2,046円 2,750円 +704円

10㎥使用 2,596円 3,432円 +836円

20㎥使用 5,436円 6,842円 +1,496円

見直しによる増加額の例（家事用 口径13㎜の場合）

※使用水量やメーター口径によって増加額は異なります

①用途区分の見直し 【家事用、団体用、営業用、工業用 → 家事用、家事用以外】

②メーター使用料を基本料金に含める形で、口径別に基本料金を再設定

③「家事用」「家事用以外」の超過料金を同じ料金に統一

これら見直しとともに、水道水の安定供給のため水道料金を値上げ

なお低所得世帯への減免は継続して実施しています

①水道料金を据え置いた場合の影響

・老朽化した水道管の更新が滞り、
破損の増加原因に

水の安定供給に支障を来す恐れ

・将来の大幅な値上げにつながる
恐れ

将来世代に大きな負担を負わせ
てしまう

②水道事業の
安定的な運営のための取組

・滞納整理の強化による収入確保や
工事コスト削減の工夫など

財政基盤を強化

・スマートメーターの導入を検討

検針の効率化・利用者サービス
の向上を図る

２



市民の意見を聴く会

(R6.11)

地域から統合要請

(R7.6-7)

教育委員会会議

(R7.8)

地域説明会

(R7.10)

学校統合の方針決定

(R7.12)

学校統合に伴う影響は？ 市議会で議論したポイント

スクールバスは運行されるの？

２．教育環境の変化

３．放課後学童保育の継続 ４．閉校後の施設の維持管理

１．通学距離や時間の変化
安全な通学手段の確保

児童への精神的な負担が心配...

学童保育「あけぼの児童クラブ」は
継続されるの？

閉校後の跡地はどうなるの？

１．スクールバスの運行

全小中学生を乗車可能
とする考えを確認

２．児童への配慮

統合前の交流学習の実施や
学校統合後に北新小教員を
一已小へ配置することを検討中

３．学童保育の継続と移動手段

「あけぼの児童クラブ」の継続
と学校からの移動手段にスクールバス

を活用する考えを確認

４．跡地利用と避難所指定

適切な維持管理を行い
避難所指定も含め跡地の利用方法を
今後検討していくことを確認

令和９年４月１日から北新小学校が一已小学校に統合

市議会としては、令和８年１月に北新小学
校の現地調査を実施し、統合に向けた検討状
況などについて確認しました。

その後、令和８年第１回定例会において、深
川市立学校設置条例の一部を改正する条例
について提案があり、学校統合に伴う影響や
対応策などについて、市と教育委員会の最終
的な方針を確認し、全会一致で可決しました。

学校統合に関する
地域の意向を確認

学校統合に向けた
具体な検討を開始

保護者有志などが
具体な要望事項を提示

要望事項に対する
市の考え方を説明

３



全会計の予算総額３５４億５，４９８万円は過去最大規模

令和８年第１回定例会において、各会計予算について、全会一致または賛成多数で可決しました。

予算が増額となった要因は？ ピックアップ事業

会 計 別 令和８年度予算額 Ａ 令和７年度予算額 Ｂ 増減額 Ｃ（Ａ－Ｂ） 増減率（Ｃ／Ｂ）

一般会計 ２０１億６，０００万円 １９６億３，０００万円 ５億３，０００万円 ２．７

介護保険特別会計 ２４億６，５６０万円 ２４億２，８００万円 ３，７６０万円 １．５

国民健康保険特別会計 ２７億７，６００万円 ２９億３，２００万円 △１億５，６００万円 △５．３

後期高齢者医療特別会計 ５億２，６００万円 ４億６，９００万円 ５，７００万円 １２．２

水道事業会計 ９億４，６６０万円 ８億２，４１０万円 １億２，２５０万円 １４．９

下水道事業会計 １５億９，０２０万円 １６億４，９８０万円 △５，９６０万円 △３．６

病院事業会計 ６９億９．０２０万円 ５８億８，５８１万円 １１億 ４７７万円 １８．８

合 計 ３５４億５，４９８万円 ３３８億１，８７１万円 １６億３，６２７万円 ４．８

深川市まちなか交流施設の開設費（建設工事は令和７年４月に着工）

国の重点支援地方交付金（約１.９億円）を活用した事業費の増加

職員給与費及び会計年度任用職員費の増加

水道料金改定による収入増加を見込み、配水管改修工事を実施

市立病院における電子カルテシステムを更新

「まなぶ・ふれあう・つながる」まちの交流拠点【主な事業内容と経費】

・施設建設、外構工事等 10億1,830万円

・備品購入、ｼｽﾃﾑ導入等 9,421万円

・光熱水費、委託業務等 2,154万円

・シェアカフェ運営費等 180万円

【財源内訳】

・国の負担額 3億4,190万円

・市の負担額 7億9,395万円※公共交通の乗り入れは令和９年１０月以降に開始予定

４



これまでの取り組み
市議会は、市民の皆さんの声を市政に反映させる重要な役割を担っています。

一方で議会が「分かりにくい」「何を決めているのか見えにくい」という声もありました。

そこで、「開かれた議会」「分かりやすい議会」を目指し、議会改革特別委員会を設置して、これ

までもさまざまな取り組みを行ってきました。

議会基本条例の制定に向けて
ペーパーレス化

(タブレット端末導入)を実施

・議会報告会や意見交換会の開催

・本会議の様子をインターネット（YouTube）

で配信開始

・議員定数や常任委員会の見直し など

市民の代表として、どのような姿勢で活動していくのか

どうやって市民の声を市政に届けていくのか

市議会としてどのような責任を果たしていくのか

１．議会基本条例って何？

２．条例内容の一部を紹介

二元代表制の下、緊張感のある関
係を保ちながら議会のチェック機能を
果たします

◎市長との健全な緊張関係の保持◎市民への情報公開や説明責任

会議や議事録の公開、議会報告会
での議会の活動報告など、市民の皆
さんに分かりやすく情報を届けます

Ｑ 導入のメリットは？

＼ 令和７年１２月からタブレット端末の試験運用(紙と併用)を開始 ／

Ａ 紙資源の節約(環境負荷の低減)・
情報伝達の迅速化に大きく貢献

Ｑ 導入費用は？

このほか「資料の視認性」「利便性」
「業務効率」などが向上します

Ａ 令和７年度は約１９９万円

《内訳》端末等購入 １５４万円
会議システム費用 ４５万円

印刷にかかる人件費や郵送料などの削減にも
つながり、十分な費用対効果が見込まれます

など、基本的な姿勢や議会が守るべきルールを定めています

以降年間４０万円の維持費

議会改革は、継続して取り組んでいくことが重要と考え、今期においても令和５年１２月に委員会を設置

して、これまでの議論を継承するとともに、新たな検討項目も加えながら調査を行い、「議会基本条例」と

「ペーパーレス」の取り組みを進めました。

導入から半年で紙５万枚以上の削減

≒ 約５０万円(1枚10円換算)の印刷経費削減

５



テーマ ： 深川の暮らしでもっとよくしたいこと

最近困っていること

はありませんか？

困り事が改善される

としたら、どんな状

態が理想ですか？

行政や地域にできる

ことはありますか？

MEMO

６
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